
病院概要 

 病床数 一般病床 175 床  緩和ケア内科 24 床 

  診療科目 

内科、血液・腫瘍内科､消化器内科､糖尿病･内分泌内科､循環器内科、呼吸器内科、緩和ケア内科、外科、

消化器外科、乳腺外科、肛門外科、整形外科、産婦人科、小児科、眼科、耳鼻いんこう科、皮膚科、

形成外科､放射線科､麻酔科、ペインクリニック内科、リハビリテーション科 

 常勤医師数 ３１人 

     

芦屋病院の診療の特徴 

 地域の第一線病院として求められる初期医療に原則的にすべて応じることのできる総合性と、消

化器内科、血液・腫瘍内科にみられるような当院を特徴づける専門性とを両立することを基本姿

勢としています。 

 中小規模病院ならではの、機動性とチームワークを生かしたスピーディーでかつアットホームな

医療を提供しつつ、高度な要求にも応えられる先進性も確保しています。 

 院内活動のみならず院外関係施設とも緊密な連携を取り、地域に真に必要とされる医療を適切に

提供していくことを目指しています。 

 

研修プログラムの概要 

 定員 ２名 

 管理型研修 

      精神科は仁明会病院（西宮市）で実施 

      地域医療は芦屋市医師会、地域診療所で実施 

      産科は県立西宮病院で実施 

 給与（予定）１年目本俸 288,600 +手当（通勤手当、宿日直手当等） 

             ２年目本俸 306,300 +手当（通勤手当、宿日直手当等） 

スケジュール 

 選択必修を含むローテーション研修を基本としています。 

 救急医療に関しては始めの 9 か月以内に 2 週間の基本的手技（気管挿管等）の研修を実施して２年間

通年で救急外来、救急当直を担当します。 

 ローテーションスケジュール 

     １年目 内科６カ月、外科３カ月、麻酔・救急医療３カ月 

     ２年目 小児科１カ月、産婦人科２カ月、精神科１カ月、 

               地域医療１カ月 、選択科７カ月（修得度、将来の進路、希望等により調整） 

    （３年目以降、後期研修医として勤務可能です。） 

 単なる見学で終わらせず、診療実務の中で基本事項を修得していきます。 

 各ローテーション科で到達目標を設定し指導医が確認、評価していきます。 

 研修記録、受け持ち症例要約を各自・病院双方で保管していきます。 

 



市立芦屋病院臨床研修プログラムの目的 

 臨床の現場での臨床実務の体験を通じて、これまでに学んだ基礎的知識、医学的技術、診療技能

を更に拡充、体系化していきます。 

 病院内外の医療従事者、コメディカルスタッフとの協力体制を通じ、病める人の全体像をとらえ

る全人的医療を学び、チーム医療を統括する能力、地域医療に参画する視点を身につけます。 

 

 

芦屋病院の研修プログラムの特徴 

 中規模の地域中核病院としての芦屋病院の特色を生かした研修 

・ 病診連携、福祉、介護施設との連携の実践 

・ 急性期病院（内科二次救急）での実務体験 

 特に消化器内科、血液・腫瘍内科の専門性を生かした研修 

・ 消化器内科全般：内視鏡治療、非侵襲的治療 

・ 血液・腫瘍内科：化学療法、造血幹細胞移植、終末期医療 

 緊密なチーム医療体制 

・ 臨床各科との連携：各科の垣根を越えた（ボーダーレス）体制 

・ コメディカルとの連携とチーム医療の実践 

 選択制に対応 

・ 将来の進路を視野に置いた選択プログラム 

・ 緩和ケア内科志望の方もプログラムに組み込むことが可能です。 

 

 

 

到達目標 

 救急医療を含め急性期医療、初期治療（プライマリーケア）を的確におこなえる診断能力、技術

を身につける。 

 悪性疾患を含む慢性疾患の管理、指導を長期的展望に立って全人的立場からおこなえる技量を身

につける。 

 他の職種と協調して医療チームを統括する能力を身につける。 

 自ら新しい知識を開発し、それを学術の場で発表できる技能を身につける。  

 院外医療・福祉従事者との連携を通じ地域医療に貢献する視点を身につける。 

 

 

 

 

 

 

 

 


